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【手続補正書】
【提出日】平成30年7月5日(2018.7.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　以上、いくつかの実施形態について説明した。但し、本開示の精神及び範囲を逸脱する
ことなしに、様々な変更が実施されうることを理解されたい。例えば、開示された技法の
ステップが、異なるシーケンスにおいて実行された場合にも、開示されているシステム内
のコンポーネントが、異なる方式によって組み合わせられた場合にも、或いは、コンポー
ネントが、その他のコンポーネントによって置換又は補完された場合にも、好適な結果が
実現されうる。従って、その他の実施形態も、特許請求されうる範囲に含まれている。
　本明細書に開示される発明は以下の態様を含む。
　（１）中央脚部を含む磁気コアであって、前記中央脚部は、前記中央脚部の両側の第１
外側脚部及び第２外側脚部と平行である、磁気コアと、
　前記中央脚部、前記磁気コアの前記第１外側脚部及び前記磁気コアの前記第２外側脚部
の周りにおいて巻回された第１インダクタの第１巻線の組と、
　前記磁気コアの前記中央脚部、前記第１外側脚部及び前記第２外側脚部の周りにおいて
巻回された第２インダクタの第２巻線の組と、
　を有し、
　前記第１巻線の組及び前記第２巻線の組は、前記磁気コアの前記中央脚部の周りにおい
て巻回された中央巻線、前記磁気コアの前記第１外側脚部の周りにおいて巻回された第１
外側巻線及び前記磁気コアの前記第２外側脚部の周りにおいて巻回された第２外側巻線を
含む、統合型インダクタ組立体。
　（２）上記（１）に記載の組立体であって、前記第１巻線の組は、前記磁気コアの前記
中央脚部、前記第１外側脚部及び前記第２外側脚部の第１半体の周りにおいて巻回されて
おり、且つ、前記第２巻線の組は、前記磁気コアの前記中央脚部、前記第１外側脚部及び
前記第２外側脚部の第２半体の周りにおいて巻回されている、統合型インダクタ組立体。
　（３）上記（２）に記載の組立体であって、前記磁気コアの前記中央脚部、前記第１外
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側脚部及び前記第２外側脚部の前記第１半体は、前記第１インダクタ及び前記第２インダ
クタの既定のインダクタンス特性に対応した空隙により、前記磁気コアの前記中央脚部、
前記第１外側脚部及び前記第２外側脚部の前記第２半体から分離されている、統合型イン
ダクタ組立体。
　（４）上記（１）に記載の組立体であって、前記第１インダクタは、前記第２インダク
タによって生成される第２の磁束量とは独立した入力電流に応じて、第１の磁束量を生成
するように構成されている、統合型インダクタ組立体。
　（５）上記（１）に記載の組立体であって、前記第１巻線の組又は前記第２巻線の組の
前記中央巻線、前記第１外側巻線及び前記第２外側巻線は、直列状態に接続されている、
統合型インダクタ組立体。
　（６）上記（１）に記載の組立体であって、前記第１巻線の組又は前記第２巻線の組の
前記第１外側巻線は、前記磁気コアの前記第１外側脚部及び前記第２外側脚部の間におけ
る第１磁束経路を介して、前記第２外側巻線に相互結合されている、統合型インダクタ組
立体。
　（７）上記（６）に記載に組立体であって、前記第１巻線の組の前記第１外側巻線及び
前記第２外側巻線は、前記第２巻線の組の前記第１外側巻線及び前記第２外側巻線に跨っ
て第１励起電圧を生成するように構成されている、統合型インダクタ組立体。
　（８）上記（７）に記載の組立体であって、前記第１外側巻線及び前記第２外側巻線の
巻回の数は、前記第２巻線の組の前記第１外側巻線及び前記第２外側巻線に跨る前記第１
励起電圧に基づいている、統合型インダクタ組立体。
　（９）上記（１）に記載の組立体であって、前記第１巻線の組又は前記第２巻線の組の
前記第１外側巻線及び前記第２外側巻線は、前記中央巻線から結合解除されている、統合
型インダクタ組立体。
　（１０）上記（１）に記載の組立体であって、前記第１巻線の組の前記中央巻線は、前
記第２巻線の組の前記中央巻線に跨る第２励起電圧を生成するように構成されている、統
合型インダクタ組立体。
　（１１）上記（１０）に記載の組立体であって、前記第２巻線の組の前記中央巻線に跨
る前記第２励起電圧は、前記第２巻線の組の前記第１外側巻線及び前記第２外側巻線に跨
る第１励起電圧に等しい、統合型インダクタ組立体。
　（１２）上記（１０）に記載の組立体であって、前記第２励起電圧の第２方向は、前記
第１励起電圧の第１方向とは反対である、統合型インダクタ組立体。
　（１３）上記（１０）の組立体であって、前記中央巻線の巻回の数は、前記第２巻線の
組の前記中央巻線に跨る前記第２励起電圧に基づいている、統合型インダクタ組立体。
　（１４）上記（１）に記載の組立体であって、前記第１インダクタの前記第１巻線の組
において生成される第１励起電圧及び前記第２インダクタの前記第２巻線の組において生
成される第２励起電圧は、前記第１巻線の組を通じた第１電流又は前記第２巻線の組を通
じた第２電流の位相とは独立している、統合型インダクタ組立体。
　（１５）上記（１）に記載の組立体であって、前記第１巻線の組を通過する第１の電流
量は、前記第２巻線の組を通過する第２の電流量とは独立している、統合型インダクタ組
立体。
　（１６）上記（１）に記載の組立体であって、前記磁気コアの前記中央脚部、前記第１
外側脚部又は前記第２外側脚部の幅は、前記第１巻線の組又は前記第２巻線の組に跨る励
起電圧に基づいている、統合型インダクタ組立体。
　（１７）それぞれが対応するインダクタを含む１又は複数の電力転送段を介して１又は
複数の電源から電気負荷に電力を提供するように構成されたブーストコンバータ回路を含
む電力転送システムの動作特性を判定するステップと、
　前記電力転送システムの動作特性に基づいて、統合型インダクタ組立体の特性を判定す
るステップであって、前記統合型インダクタ組立体は、
　　中央脚部を含む磁気コアであって、前記中央脚部は、前記中央脚部の両側の第１外側
脚部及び第２外側脚部と平行である、磁気コア、
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　　前記磁気コアの前記中央脚部、前記第１外側脚部及び前記第２外側脚部の周りにおい
て巻回された第１インダクタの第１巻線の組、及び、
　　前記磁気コアの前記中央脚部、前記第１外側脚部及び前記第２外側脚部の周りにおい
て巻回された第２インダクタの第２巻線の組、を含み、
　前記第１巻線の組及び前記第２巻線の組は、前記磁気コアの前記中央脚部の周りにおい
て巻回された中央巻線、前記磁気コアの前記第１外側脚部の周りにおいて巻回された第１
外側巻線及び前記磁気コアの前記第２外側脚部の周りにおいて巻回された第２外側巻線を
含む、ステップと、
　前記第１インダクタ及び前記第２インダクタの独立的な動作を維持するべく、前記磁気
コア、前記第１巻線の組又は前記第２巻線の組の特性を変更するステップと、
　を有する方法。
　（１８）上記（１７）に記載の方法であって、前記電力転送システムの動作特性を判定
するステップは、前記１又は複数の電源のうちの１つの電源の障害の際に前記１又は複数
の電源の間におけるワーストケース電圧差を判定するステップを更に有する、方法。
　（１９）それぞれが対応するインダクタを含む１又は複数の電力転送段を介して１又は
複数の電源から電気負荷に電力を提供するように構成されたブーストコンバータ回路と、
　統合型インダクタ組立体であって、
　　中央脚部を含む磁気コアであって、前記中央脚部は、前記中央脚部の両側の第１外側
脚部及び第２外側脚部と平行である、磁気コア、
　　前記磁気コアの前記中央脚部、前記第１外側脚部及び前記第２外側脚部の周りにおい
て巻回された前記ブーストコンバータ回路の第１電力転送段用の第１インダクタの第１巻
線の組、及び、
　　前記磁気コアの前記中央脚部、前記第１外側脚部及び前記第２外側脚部の周りにおい
て巻回された前記ブーストコンバータ回路の第２電力転送段用の第２インダクタの第２巻
線の組、を含み、
　前記第１巻線の組及び前記第２巻線の組は、前記磁気コアの前記中央脚部の周りにおい
て巻回された中央巻線、前記磁気コアの前記第１外側脚部の周りにおいて巻回された第１
外側巻線及び前記磁気コアの前記第２外側脚部の周りにおいて巻回された第２外側巻線を
含む、組立体と、
　を有するシステム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中央脚部を含む磁気コアであって、前記中央脚部は、前記中央脚部の両側の第１外側脚
部及び第２外側脚部と平行である、磁気コアと、
　前記中央脚部、前記磁気コアの前記第１外側脚部及び前記磁気コアの前記第２外側脚部
の周りにおいて巻回された第１インダクタの第１巻線の組と、
　前記磁気コアの前記中央脚部、前記第１外側脚部及び前記第２外側脚部の周りにおいて
巻回された第２インダクタの第２巻線の組と、
　を有し、
　前記第１巻線の組及び前記第２巻線の組は、前記磁気コアの前記中央脚部の周りにおい
て巻回された中央巻線、前記磁気コアの前記第１外側脚部の周りにおいて巻回された第１
外側巻線及び前記磁気コアの前記第２外側脚部の周りにおいて巻回された第２外側巻線を
含み、
　前記第１巻線の組の前記第１及び第２の外側巻線の極性は、前記第２巻線の組の前記第
１及び第２の外側巻線の極性と一致し、
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　前記第１巻線の組の前記中央巻線の極性は、前記第２巻線の組の前記中央巻線の極性と
は反対である、
　統合型インダクタ組立体。
【請求項２】
　請求項１に記載の組立体であって、前記第１巻線の組は、前記磁気コアの前記中央脚部
、前記第１外側脚部及び前記第２外側脚部の第１半体の周りにおいて巻回されており、且
つ、前記第２巻線の組は、前記磁気コアの前記中央脚部、前記第１外側脚部及び前記第２
外側脚部の第２半体の周りにおいて巻回されている、統合型インダクタ組立体。
【請求項３】
　請求項２に記載の組立体であって、前記磁気コアの前記中央脚部、前記第１外側脚部及
び前記第２外側脚部の前記第１半体は、前記第１インダクタ及び前記第２インダクタの既
定のインダクタンス特性に対応した空隙により、前記磁気コアの前記中央脚部、前記第１
外側脚部及び前記第２外側脚部の前記第２半体から分離されている、統合型インダクタ組
立体。
【請求項４】
　請求項１に記載の組立体であって、前記第１インダクタは、前記第２インダクタによっ
て生成される第２の磁束量とは独立した入力電流に応じて、第１の磁束量を生成するよう
に構成されている、統合型インダクタ組立体。
【請求項５】
　請求項１に記載の組立体であって、前記第１巻線の組又は前記第２巻線の組の前記中央
巻線、前記第１外側巻線及び前記第２外側巻線は、直列状態に接続されている、統合型イ
ンダクタ組立体。
【請求項６】
　請求項１に記載の組立体であって、前記第１巻線の組又は前記第２巻線の組の前記第１
外側巻線は、前記磁気コアの前記第１外側脚部及び前記第２外側脚部の間における第１磁
束経路を介して、前記第２外側巻線に相互結合されている、統合型インダクタ組立体。
【請求項７】
　請求項６に記載に組立体であって、前記第１巻線の組の前記第１外側巻線及び前記第２
外側巻線は、前記第２巻線の組の前記第１外側巻線及び前記第２外側巻線に跨って第１励
起電圧を生成するように構成されている、統合型インダクタ組立体。
【請求項８】
　請求項７に記載の組立体であって、前記第１外側巻線及び前記第２外側巻線の巻回の数
は、前記第２巻線の組の前記第１外側巻線及び前記第２外側巻線に跨る前記第１励起電圧
に基づいている、統合型インダクタ組立体。
【請求項９】
　請求項１に記載の組立体であって、前記第１巻線の組又は前記第２巻線の組の前記第１
外側巻線及び前記第２外側巻線は、前記中央巻線から結合解除されている、統合型インダ
クタ組立体。
【請求項１０】
　請求項１に記載の組立体であって、前記第１巻線の組の前記中央巻線は、前記第２巻線
の組の前記中央巻線に跨る第２励起電圧を生成するように構成されている、統合型インダ
クタ組立体。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の組立体であって、前記第２巻線の組の前記中央巻線に跨る前記第２
励起電圧は、前記第２巻線の組の前記第１外側巻線及び前記第２外側巻線に跨る第１励起
電圧に等しい、統合型インダクタ組立体。
【請求項１２】
　請求項１０に記載の組立体であって、前記第２励起電圧の第２方向は、前記第１励起電
圧の第１方向とは反対である、統合型インダクタ組立体。
【請求項１３】
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　請求項１０の組立体であって、前記中央巻線の巻回の数は、前記第２巻線の組の前記中
央巻線に跨る前記第２励起電圧に基づいている、統合型インダクタ組立体。
【請求項１４】
　請求項１に記載の組立体であって、前記第１インダクタの前記第１巻線の組において生
成される第１励起電圧及び前記第２インダクタの前記第２巻線の組において生成される第
２励起電圧は、前記第１巻線の組を通じた第１電流又は前記第２巻線の組を通じた第２電
流の位相とは独立している、統合型インダクタ組立体。
【請求項１５】
　請求項１に記載の組立体であって、前記第１巻線の組を通過する第１の電流量は、前記
第２巻線の組を通過する第２の電流量とは独立している、統合型インダクタ組立体。
【請求項１６】
　請求項１に記載の組立体であって、前記磁気コアの前記中央脚部、前記第１外側脚部又
は前記第２外側脚部の幅は、前記第１巻線の組又は前記第２巻線の組に跨る励起電圧に基
づいている、統合型インダクタ組立体。
【請求項１７】
　それぞれが対応するインダクタを含む１又は複数の電力転送段を介して１又は複数の電
源から電気負荷に電力を提供するように構成されたブーストコンバータ回路を含む電力転
送システムの動作特性を判定するステップと、
　前記電力転送システムの動作特性に基づいて、統合型インダクタ組立体の特性を判定す
るステップであって、前記統合型インダクタ組立体は、
　　中央脚部を含む磁気コアであって、前記中央脚部は、前記中央脚部の両側の第１外側
脚部及び第２外側脚部と平行である、磁気コア、
　　前記磁気コアの前記中央脚部、前記第１外側脚部及び前記第２外側脚部の周りにおい
て巻回された第１インダクタの第１巻線の組、及び、
　　前記磁気コアの前記中央脚部、前記第１外側脚部及び前記第２外側脚部の周りにおい
て巻回された第２インダクタの第２巻線の組、を含み、
　前記第１巻線の組及び前記第２巻線の組は、前記磁気コアの前記中央脚部の周りにおい
て巻回された中央巻線、前記磁気コアの前記第１外側脚部の周りにおいて巻回された第１
外側巻線及び前記磁気コアの前記第２外側脚部の周りにおいて巻回された第２外側巻線を
含み、
　前記第１巻線の組の前記第１及び第２の外側巻線の極性は、前記第２巻線の組の前記第
１及び第２の外側巻線の極性と一致し、
　前記第１巻線の組の前記中央巻線の極性は、前記第２巻線の組の前記中央巻線の極性と
は反対である、ステップと、
　前記第１インダクタ及び前記第２インダクタの独立的な動作を維持するべく、前記磁気
コア、前記第１巻線の組又は前記第２巻線の組の特性を変更するステップと、
　を有する方法。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の方法であって、前記電力転送システムの動作特性を判定するステッ
プは、前記１又は複数の電源のうちの１つの電源の障害の際に前記１又は複数の電源の間
におけるワーストケース電圧差を判定するステップを更に有する、方法。
【請求項１９】
　それぞれが対応するインダクタを含む１又は複数の電力転送段を介して１又は複数の電
源から電気負荷に電力を提供するように構成されたブーストコンバータ回路と、
　統合型インダクタ組立体であって、
　　中央脚部を含む磁気コアであって、前記中央脚部は、前記中央脚部の両側の第１外側
脚部及び第２外側脚部と平行である、磁気コア、
　　前記磁気コアの前記中央脚部、前記第１外側脚部及び前記第２外側脚部の周りにおい
て巻回された前記ブーストコンバータ回路の第１電力転送段用の第１インダクタの第１巻
線の組、及び、
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　　前記磁気コアの前記中央脚部、前記第１外側脚部及び前記第２外側脚部の周りにおい
て巻回された前記ブーストコンバータ回路の第２電力転送段用の第２インダクタの第２巻
線の組、を含み、
　前記第１巻線の組及び前記第２巻線の組は、前記磁気コアの前記中央脚部の周りにおい
て巻回された中央巻線、前記磁気コアの前記第１外側脚部の周りにおいて巻回された第１
外側巻線及び前記磁気コアの前記第２外側脚部の周りにおいて巻回された第２外側巻線を
含み、
　前記第１巻線の組の前記第１及び第２の外側巻線の極性は、前記第２巻線の組の前記第
１及び第２の外側巻線の極性と一致し、
　前記第１巻線の組の前記中央巻線の極性は、前記第２巻線の組の前記中央巻線の極性と
は反対である、組立体と、
　を有するシステム。
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